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進学塾で受験指導の経験を積み、現在は中学受験専門の家
庭教師として活躍中。算数と理科を担当し、一人ひとりの状
況に合わせた的確な指導と綿密なアドバイスが持ち味。連日
若さを活かし、熱心な授業を展開している。

慶応普通部，慶応湘南藤沢，浅野，サレジオ学院，巣鴨，芝，

東京都市大付属，高輪，穎明館，桐朋女子など。

原

最近の合格実績

麻布個人指導会で長年にわたって第一線で活躍している。男
子・女子ともに毎年多くの受験生を志望校合格へと導いている。
ベテランらしい懐の深さを持ち、気さくな人柄でお子さんをやる
気にさせる話術が巧みな人気講師。

駒場東邦，武蔵，雙葉，聖光学院，慶応普通部，慶応中等部，
慶応湘南藤沢，早稲田実業，早稲田，渋谷幕張，海城，芝，
青山学院，東洋英和，大妻，共立女子，広尾学園など。

最近の合格実績
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中学受験最大手塾にて上位クラスを担当するなど活躍した
後、家庭教師へと転身する。麻布個人指導会の理科指導に
おける第一人者。中学受験の理科を知り尽くしているベテ
ランで、関連する書籍も多数執筆、出版されている。

筑波大駒場，開成，麻布，桜蔭，女子学院，駒場東邦，
聖光学院，早稲田，明大明治，海城，豊島岡女子，吉祥女子，

最近の合格実績
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中学受験文系教科指導の専門家で、明るい人柄で多くのお
子さんに慕われている。着実に成績を引き上げる指導技術
に定評のある本格派の講師。例年多数の国語・社会嫌いの
受験生を指導して、志望校へと送り出している。

女子学院，雙葉，駒場東邦，早稲田実業，早稲田，豊島岡

本郷，暁星，大妻，共立女子，普連土，跡見，山脇など。

最近の合格実績
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店
服
士
紳家庭と教室とで指導する講師に違いはありません。全員

が中学受験専門の講師です。教室は広い空間を確保し、
圧迫感のない対面形式の授業を実現しています。また、
授業の前後には自習室としての利用も可能です。

創立
32年 中学受験の専門家庭教師を派遣いたします

《受付時間》朝7：30～夜8：00（日・祝除く）※当会は朝7：30より業務を行っております。朝早い時間でも、ぜひご遠慮なくお問い合わせ下さい。

中学受験専門の講師による
1対1個人指導教室を併設

年
7
1
0
2
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師
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家
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 「成績を伸ばす。志望校に合格させる。」家庭教師の役割
はこれに尽きます。そして当会はこの家庭の要望に、中学受
験の専門家庭教師のみを派遣してお応えしてまいりました。
 これまでの31年間も、そしてこれからも変わることはありま
せん。中学受験の家庭教師は、どうぞ当会にお任せ下さい。

●入会金 20,000円(税別) 一家庭無期限有効
●指導料 月額48,000円～72,000円(税別) ［週1回(各2時間)で月4回の場合］
 ※入会金は体験授業でご納得いただいた後のご請求です。
 ※指導料の範囲は講師の経験・実績によります。
・ 講師の交通費は実費となります。
・ ローン、チケット、長期前払い、教材の販売は行っていません。

指導料は月ごとの完全な後払い

入会を前提としない体験授業
■体験授業は入会が条件ではありません。

■体験授業は担当講師で行います。体験授業だけの講師ではありません。

■指導料、交通費、教材費等一切が無料です。

■体験授業は1時間30分ですが、前後にお話しする時間も含めて、合計

 2時間程度の時間をお考え下さい。

2018年度 中学合格実績
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他多数合格

青 山 学 院
浅 野
麻 布
市 川
栄 光 学 園
江 戸 川 取 手
海 城
開 成
開 智
学 習 院
鎌 倉 学 園
暁 星
慶応湘南藤沢
慶 応 中 等 部
慶 応 普 通 部
攻 玉 社
国学院久我山
駒 場 東 邦

栄 東
サレジオ学院

芝
渋谷教育渋谷
渋谷教育幕張
城 北
巣 鴨
逗 子 開 成
成 蹊
聖 光 学 院
成 城
世 田 谷 学 園
専 修 大 松 戸
高 輪
中 央 大 附 属
筑 波 大 駒 場
東京都市大付属
東 京 農 大 一

桐 朋
東 邦 大 東 邦
獨 協
日 大 二
広 尾 学 園
法 政 大 学
法 政 第 二
本 郷
武 蔵
明 大 明 治
ラ・ サ ー ル
立 教 池 袋
立 教 新 座
早 稲 田
早稲田高等学院
早 稲 田 実 業
公 立 一 貫 校

3
4
3
10
2
3
7
4
4
7
3
4
2
3
2
6
4
6

17
3
10
3
5
7
7
4
3
3
5
5
5
7
4
2
8
2

6
9
7
2
6
3
3
6
3
2
2
3
6
8
2
2
3

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

他多数合格

青 山 学 院
青山横浜英和
跡 見 学 園
市 川
浦 和 明 の 星
桜 蔭
友 学 園

大 妻
大 妻 中 野
開 智
学 習 院 女 子
鎌 倉 女 学 院
吉 祥 女 子
共 立 女 子
慶応湘南藤沢
慶 応 中 等 部
恵 泉 女 学 園
光塩女子学院

晃 華 学 園
国 府 台 女 子
香 蘭 女 学 校
国学院久我山
栄 東
品川女子学院
渋谷教育渋谷
渋谷教育幕張
淑 徳 与 野
頌栄女子学院
女 子 学 院
白 百 合 学 園
成 蹊
洗 足 学 園
専 修 大 松 戸
中 央 大 附 属
中央大附属横浜
東 京 女 学 館

東 邦 大 東 邦
東 洋 英 和
豊 島 岡 女 子
日本女子大附属
広 尾 学 園
フェリス女学院
富 士 見
雙 葉
普 連 土 学 園
三 輪 田 学 園
明 大 明 治
山 脇 学 園
横 浜 共 立
横 浜 雙 葉
立 教 女 学 院
早 稲 田 実 業
公 立 一 貫 校

4
5
4
8
5
2
3
5
6
3
5
2
4
6
2
2
4
2

4
3
3
3
11
3
3
2
3
5
3
2
3
4
4
3
3
5

7
5
5
3
5
1
4
3
5
4
4
6
3
3
3
1
3

＝126校のべ340名の輝くゴール＝

（五十音順） 254校にのべ751名の受験生が合格いたしました
女  子＝128校のべ411名の輝くゴール＝男  子
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・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・

42018年（平成30年）5月13日 日曜日朝 日 小 学 生 新 聞（第三種郵便物認可）


